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最
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
す
な
わ

ち
主
イ
エ
ス
の
誕
生
は
、
同
時
代

の
人
々
に
と
っ
て
、
日
常
の
意
識

を
覆
さ
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
。
メ

シ
ア
と
さ
れ
る
者
が
、
世
界
の
中

心
で
あ
る
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
な
く

寒
村
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
生
ま
れ
た
こ

と
、
王
宮
の
き
ら
び
や
か
な
一
室

で
は
な
く
暗
い
家
畜
小
屋
の
飼
い

葉
桶
に
寝
か
さ
れ
た
こ
と
、
最
初

に
訪
問
し
て
祝
福
し
た
の
が
ユ
ダ

ヤ
の
権
威
あ
る
人
で
は
な
か
っ
た

こ
と
、
な
ど
な
ど
。
史
実
か
ど
う

か
と
い
う
議
論
を
離
れ
、
こ
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
受
け
手
が
感
じ
た
で

あ
ろ
う
衝
撃
が
十
分
に
伝
わ
っ
て

く
る
。

　

こ
う
い
っ
た
現
実
の
逆
転
と
で

も
評
す
べ
き
事
象
は
、
聖
書
の
長

い
伝
統
か
ら
見
る
と
、
終
末
思
想

に
関
連
づ
け
ら
れ
る
。「
終
末
」

と
は
文
字
通
り
に
世
界
の
終
わ
り

に
関
す
る
議
論
で
は
な
い
。
神
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
世
界
に
関
わ

る
言
表
で
あ
る
。
狼
は
子
羊
と
共

に
宿
り
、
乳
飲
み
子
は
毒
蛇
の
穴

に
戯
れ
（
イ
ザ
ヤ
書
11
章
）、
荒

れ
地
と
砂
漠
が
花
を
咲
か
せ
（
同

35
章
）、
も
ろ
も
ろ
の
山
は
低
く

な
り
、
谷
は
高
く
さ
れ
る
（
同
40

章
）
と
い
っ
た
テ
ク
ス
ト
を
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
た
ん
た
ん
と
続
く
生
活
の
中

で
出
会
う
こ
と
は
な
い
光
景
だ
。

マ
リ
ア
が
歌
っ
た
と
い
う
「
飢
え

た
人
を
良
い
物
で
満
た
し
、
富
め

る
者
を
空
腹
の
ま
ま
追
い
返
す
」

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
１
章
）
も

そ
れ
に
数
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

昔
の
人
の
絵
空
事
と
決
め
つ
け
て

し
ま
っ
て
は
、
そ
の
エ
ー
ト
ス
を

適
正
に
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
人
た
ち
は
、
肉
体
の
目
に
映

る
現
実
を
支
え
る
仕
組
み
が
、
ど

れ
ほ
ど
堅
固
に
見
え
よ
う
と
も
、

覆
さ
れ
る
時
が
到
来
す
る
こ
と
を

念
頭
に
日
々
を
生
き
て
い
た
。

　

そ
の
感
情
を
キ
リ
ス
ト
教
学
校

を
創
立
し
た
人
の
多
く
も
共
有
し

て
い
た
と
思
う
。
神
戸
女
学
院
は

１
８
７
５
年
に
２
人
の
女
性
宣
教

師
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
２
人

を
送
り
出
し
た
米
国
の
宣
教
師
派

遣
団
体
は
、
日
本
か
ら
届
く
学
校

設
立
の
申
請
に
、
か
な
り
冷
淡
に

対
応
し
て
い
た
。
資
金
面
の
問
題

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
や
女
性
へ
の
教

育
に
対
す
る
位
置
づ
け
を
顧
慮
す

れ
ば
、
米
国
の
団
体
が
暫
時
様
子

見
を
考
え
る
の
は
や
む
を
得
な
い

姿
勢
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

す
る
と
彼
女
ら
が
構
築
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
そ
の
幻
に
参
与

す
る
、
志
あ
る
人
が
日
米
に
現

れ
、
そ
の
祈
り
が
か
た
ち
と
な
っ

て
い
っ
た
。そ
れ
は
時
代
の
中
で
、

世
の
潮
流
に
身
を
任
せ
な
い
人
た

ち
が
選
び
取
っ
た
道
だ
っ
た
。

　

わ
た
し
た
ち
も
、
置
か
れ
た
状

況
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
「
日
常
の
意
識
を
覆
す
」
志
を

歩
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
性
格
づ
け

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
困
難
な
状

況
を
か
か
え
て
い
る
が
、
絶
望
的

と
は
思
わ
な
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

あ
た
り
、
聖
書
が
語
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
先
達
の
祈
り
を
心
に
刻
み
た

い
。

〈
神
戸
女
学
院
理
事
長
・
院
長
、

教
育
同
盟
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

懇
談
会
担
当
常
任
理
事
〉

加
盟
校
動
静

こ
で
、
皆
様
に
提
案
し
た
い

の
が
、
社
会
の
様
々
な
場
面

で
、
例
え
ば
電
車
に
乗
っ
た

と
き
、
電
車
に
乗
っ
て
い
る

人
々
に
今
日
も
何
か
い
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
と

心
の
中
で
願
う
、
あ
る
い
は

コ
ン
ビ
ニ
に
行
っ
た
ら
、
レ

ジ
の
人
が
「
あ
り
が
と
う
ご

と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
言
い
か
え
る
な
ら
、
私

た
ち
キ
リ
ス
ト
教
が
世
の
中

に
対
し
て
何
が
出
来
る
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

本
日
の
聖
書
箇
所
の
始
ま

り
に
は
、〝
マ
ケ
ド
ニ
ア
州

の
諸
教
会
が
自
発
的
に
慈
善

の
業
と
奉
仕
を
願
い
出
て
、

人
に
惜
し
ま
ず
施
し
豊
か
に

な
っ
た
〟
と
あ
り
ま
す
。
そ

ざ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
て
く

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
あ
り

が
と
う
」
と
答
え
て
み
る
、

な
ど
自
分
が
見
知
ら
ぬ
誰
か

の
幸
せ
を
ほ
ん
の
少
し
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
願
っ
て
み

る
、
祈
っ
て
み
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
世
界
で
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
互
い

の
思
い
や
り
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

私
た
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
を

信
じ
る
者
や
、
キ
リ
ス
ト
教

に
興
味
を
持
つ
者
か
ら
、
先

ず
は
世
の
中
の
人
々
の
幸
せ

を
願
う
と
き
、
そ
の
思
い
は

徐
々
に
広
が
る
と
思
う
の
で

す
。
自
分
の
周
囲
に
、
優
し

い
思
い
を
届
け
、
他
者
の
幸

せ
を
願
う
所
に
、
神
様
が
居

ら
れ
神
様
が
奇
跡
の
業
を
行

っ
て
下
さ
る
の
で
す
。

　

先
ず
は
、
私
た
ち
が
社
会

の
人
々
の
幸
せ
を
心
か
ら
願

い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
祈
り
か

ら
、
世
界
に
愛
が
広
が
り
、

そ
こ
に
神
様
が
神
の
業
を
行

っ
て
下
さ
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
心
の
こ
も

っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
互
い
に
贈
り
あ
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
済
美
高
等
学
校
宗
教
主
事
〉

　

「
あ
な
た
が
た
は
信
仰
、

言
葉
、
知
識
、
あ
ら
ゆ
る
熱

心
、
わ
た
し
た
ち
か
ら
受
け

る
愛
な
ど
、
す
べ
て
の
点
で

豊
か
な
の
で
す
か
ら
、
こ
の

慈
善
の
業
に
お
い
て
も
豊
か

な
者
と
な
り
な
さ
い
」

（
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙

二
８
章
７
節
）

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
？

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
い
て

き
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
は
神
さ

ま
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を

こ
の
世
界
に
〝
神
様
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
〟
と
し
て
お
贈
り
く

だ
さ
っ
た
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
生
き
方
と
教
え
を

通
し
て
、
自
他
を
愛
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
人
生
は
変
わ

る
、
と
い
う
人
間
の
生
き
方

の
見
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

　

本
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
と
い

う
時
期
に
、〝
私
た
ち
キ
リ

ス
ト
教
を
信
じ
尊
い
教
え
だ

と
考
え
る
者
た
ち
が
、
こ
の

世
界
に
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
何
だ
ろ
う
？
〟
と
い
う
こ

聖書のことば

西島麻里子

開
会
礼
拝　

Merry Christmas

一般社団法人キリスト教学校教育同盟
理 事 長　西 原 廉 太
事務局長  孫　 永 律

飯 　 　 謙

クリスマスによせて

第
61
回
学
校
代
表
者
協
議
会

共
愛
学
園
で
開
催
さ
れ
る

　

第
61
回
学
校
代
表
者
協
議

会
が
11
月
８
日（
金
）・
９
日

（
土
）
に
学
校
法
人
共
愛
学

園
（
群
馬
県
前
橋
市
小
屋
原

町
）で
開
催
さ
れ
、53
学
校
法

人
か
ら
83
人
が
参
加
し
た
。

　

主
題
は
「
実
効
性
あ
る
取

り
組
み
を
目
指
し
て
―
学
校

運
営
の
支
援
・
連
帯
を
め
ぐ

る
具
体
的
可
能
性
―
２
」

で
、
８
日
は
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
１
号
館
チ
ャ
ペ
ル

を
会
場
に
、
17
時
45
分
か
ら

開
会
礼
拝（
説
教
・
荒
谷
出
共

愛
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

宗
教
主
任
）
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
西
原
廉
太
教
育
同
盟
理

事
長
（
立
教
学
院
副
院
長
）

お
よ
び
会
場
校
の
跡
部
洋
一

共
愛
学
園
理
事
長
が
挨
拶
。

続
い
て
18
時
30
分
か
ら
大
森

昭
生
氏
（
共
愛
学
園
前
橋
国

際
大
学
学
長
）
が
「
共
愛
学

園
の
挑
戦
―
１
３
０
年
の
歴

史
と
先
進
性
の
共
存
―
」
と

題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

９
日
も
同
会
場
に
て
９
時

30
分
よ
り
朝
の
礼
拝
（
説
教

・
大
嶋
果
織
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
宗
教
主
任
）
で
始

ま
り
、
午
前
中
は
「
課
題
報

告
」
と
し
て
、
１
「
中
小
規

模
学
校
法
人
の
連
携
協
力
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
湯
口

隆
司
氏
＝
活
水
学
院
院
長
・

活
水
女
子
大
学
学
長
）、
２

「
学
内
教
職
員
研
修
会
講
師

派
遣
制
度
の
展
開
」（
小
暮
修

也
氏
＝
明
治
学
院
学
院
長
）、

３
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
新

学
習
指
導
要
領
」（
中
根
広

秋
氏
＝
西
南
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
）、４
「
災
害

支
援
連
絡
会
議
の
今
後
の
展

開
」（
田
中
栄
司
氏
＝
桃
山

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教

諭
）、
５
「
教
育
者
支
援
の

今
後
の
展
開
」（
長
谷
川
洋

一
氏
＝
大
阪
女
学
院
副
理
事

長
）
が
報
告
し
た
。

　

大
学
４
号
館
で
の
昼
食
・

懇
談
、
旧
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

ー
ド
宣
教
師
館
見
学
な
ど
の

後
、
午
後
は
グ
ル
ー
プ
討
議

（
理
事
長
等
、
院
長
・
学
園

長
等
、学
長
等
、校
長
等
）
が

行
わ
れ
、
共
愛
学
園
中
学
校

・
高
等
学
校
大
礼
拝
堂
で
の

全
体
会
で
閉
じ
ら
れ
た
。

　

な
お
、「
課
題
報
告
」
要
旨

捜真小学校６年生共同制作（紙粘土）
「聖　夜」　（部分）

は
本
号
３
面
に
掲
載
、
大
森

氏
の
講
演
要
旨
、
礼
拝
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
グ
ル
ー
プ
討
議
の

報
告
に
つ
い
て
は
本
紙
１
月

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

学
校
代
表
者
協
議
会
開
催

前
に
、
２
０
１
９
年
度
第
５

回
常
任
理
事
会
お
よ
び
第
４

回
理
事
会
が
共
愛
学
園
前
橋

国
際
大
学
１
号
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

中
山
昇
氏
（
元
清
教
学
園

理
事
長
、
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
）

　

11
月
11
日
逝
去
、
94
歳
。

葬
儀
は
11
月
14
日
（
木
）
午

前
11
時
か
ら
日
本
基
督
教
団

河
内
長
野
教
会
で
執
り
行
わ

れ
た
。「
お
別
れ
の
会
」
を

20
年
１
月
11
日
（
土
）
午

後
、
大
阪
府
河
内
長
野
市
末

広
町
６
２
３
の
清
教
学
園
チ

ャ
ペ
ル
で
行
う
予
定
。

　

清
教
学
園
創
設
者
。
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

熊
本
地
震
救
援
募
金
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
４
月
の
地
震
発
生
以
来
、
加
盟
校
か
ら
の

祈
り
と
共
に
、
本
年
11
月
１
日
現
在
61
件
７
５
１
万
８
８

３
８
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
、
九
州
学
院
、
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
へ
お
送
り
し
ま
し
た
。
感
謝
を
も
っ
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
募
金
の
事
務
局
扱
い
は
２
０
２
０
年
１
月

末
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
月
以
降
の

募
金
に
つ
い
て
は
、
直
接
前
記
２
校
に
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２０１9年１２月２５日
キリスト教学校教育同盟は、
これからも与えられた使命に

務めてまいりたいと
願っています。

クリスマスの希望の輝きが
皆様とともにありますように。

主の平和と平安をお祈りいたします。



（７2９号）（月刊） キ リ ス ト 教 学 校 教 育 （2）（第三種郵便物認可）2０１９年１2月１５日（日）

後
藤
香
織
氏
の
講
演　

　

さ
る
10
月
24
日（
木
）～
25

日（
金
）、
第
61
回
中
高
研
究

集
会
が
西
南
学
院
（
１
日
目

は
西
南
学
院
百
年
館
、
２
日

目
は
西
南
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
）
を
会
場
に
し
て
開

催
さ
れ
た
。
担
当
は
西
南
地

区
、参
加
校
は
22
校（
カ
ト
リ

ッ
ク
１
校
含
む
）、参
加
者
は

38
名（
講
師
含
む
、会
場
校
ス

タ
ッ
フ
除
く
）
で
あ
っ
た
。

　

１
日
目
は
「
茨
に
負
け
な

い
心
」
と
題
す
る
平
松
譲
二

氏
（
同
志
社
女
子
中
学
校
・

高
等
学
校
）
に
よ
る
開
会
礼

拝
に
引
き
続
き
、
主
題
講
演

及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
た
。

　

主
題
講
演
の
講
師
後
藤
香

織
氏
（
日
本
聖
公
会
名
古
屋

聖
マ
ル
コ
教
会
等
）
は
日
本

聖
公
会
中
部
教
区
の
司
祭
で

あ
り
、
性
的
少
数
者
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
す
す
め
、 

当
事
者

の
解
放
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
方
で
あ
る
。「
セ
ク
シ

ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
解

放
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る

今
回
の
主
題
講
演
で
も
、
ご

自
身
の
ご
経
験
を
踏
ま
え
、

当
事
者
の
置
か
れ
た
状
況
や

苦
悩
、
性
の
多
様
性
が
社
会

に
開
か
れ
る
た
め
の
課
題
が

語
ら
れ
、
深
い
学
び
の
時
が

与
え
ら
れ
た
。「
親
が
、
教

師
が
、
友
達
が
味
方
に
な
ら

な
い
。
拒
絶
や
否
定
、
困
惑

が
孤
独
へ
追
い
や
る
。」（
後

藤
）
こ
の
よ
う
な
当
事
者
の

苦
悩
に
ど
れ
だ
け
寄
り
添
え

る
の
か
が
私
た
ち
に
問
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は

「
重
症
心
身
障
が
い
児
者
施

設『
久
山
療
育
園
』を
訪
ね

る
」
グ
ル
ー
プ
と
「
福
岡
市

博
物
館
、
西
南
学
院
大
学
新

図
書
館
に
学
ぶ
」
グ
ル
ー
プ

と
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

前
者
で
は
施
設
に
お
い
て
入

所
者
の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
通
所
、
在

宅
の
課
題
に
つ
い
て
も
考
え

る
機
会
が
、
後
者
で
は
、
特

に
、
大
学
図
書
館
に
お
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス

が
活
か
さ
れ
た
新
し
い
図
書

館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
共
に

よ
き
現
場
訪
問
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
中
高
チ
ャ
ペ

ル
で
の
生
徒
礼
拝
（
当
日
は

高
校
１
年
生
、
講
話
は
西
南

れ
、「
太
陽
は
彼
の
上
に
昇
っ

た
」
と
題
す
る
伊
藤
多
香
子

氏
（
関
東
学
院
六
浦
中
学
校

・
高
等
学
校
、
次
年
度
の
会

場
校
）
に
よ
る
閉
会
礼
拝
、

部
会
長
敷
島
洋
一
氏
（
青
山

学
院
中
等
部
）
に
よ
る
挨
拶

を
も
っ
て
会
を
閉
じ
た
。

　

特
別
報
告
で
は
、「
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
生
徒
の
受
け
入
れ
」

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
敷

島
氏
が
、「
発
達
の
課
題
を

持
つ
生
徒
た
ち
」
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
竹

山
幸
男
氏
（
同
志
社
中
学

校
）
が
、「
異
な
る
文
化
・

歴
史
を
も
つ
人
た
ち
と
と
も

に
学
ぶ
」
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
坂
東
資
朗
氏
（
西

南
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
）
が
発
題
し
、
課
題
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
全
体
協
議
で
は
、

主
題
講
演
の
内
容
に
つ
い
て

振
り
返
り
、
講
師
の
後
藤
氏

に
補
足
説
明
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、「
道
徳
教
育
の
教

科
化
」
以
降
の
現
状
や
高
校

に
お
け
る
道
徳
教
育
の
中
核

と
し
て
新
設
さ
れ
る
「
公

　

10
月
17
日
（
木
）
～
19
日

（
土
）
に
、
東
北
・
北
海
道

地
区
教
育
研
究
集
会
中
高
部

会
が
、
仙
台
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
主
題
は
、「
キ
リ
ス

ト
教
学
校
に
つ
な
が
る
喜
び

︱
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
を

め
ざ
し
て
︱
」副
題
は
、「
キ

リ
ス
ト
教
教
育
の
本
質
と
課

題
」（
25
）
で
し
た
。
参
加

者
は
、
地
区
加
盟
校
か
ら
の

32
名
と
講
師
１
名
、
事
務
局

２
名
で
し
た
。
３
日
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

【
１
日
目
】

①
開
会
…
遺
愛
女
子
中
学
校

・
高
等
学
校
の
森
野
真
理
先

生
に
よ
る
礼
拝
、
地
区
理
事

で
あ
る
北
星
学
園
の
酒
井
玲

子
先
生
の
ご
挨
拶
を
も
っ
て

開
会
し
ま
し
た
。

②
講
演
会
…
「
三
重
災
害
と

キ
リ
ス
ト
教
教
育
」
と
題
し

て
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
石

学
院
宗
教
主

事
劉
雯
竹

氏
）、授
業
見

学
（
中
１
英

語
、
中
２
英

会
話
、
中
１

聖
書
、
中
３

理
科
実
験
、

高
１
数
学
、

高
１
世
界

史
）
終
了

後
、
昼
食
を

挟
ん
で
特
別

報
告
と
全
体

協
議
が
行
わ

共
」
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
問

題
点
と
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
こ
の
よ
う
な
教
育
改

革
の
方
向
性
が
多
様
性
の
尊

重
と
共
生
を
は
ば
む
も
の
と

し
て
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
今

後
も
そ
の
よ
う
な
状
況
を
見

据
え
て
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

な
お
、
１
日
目
の
夕
刻
に

西
南
学
院
の
厚
生
施
設
で
行

わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
各
校

か
ら
の
近
況
報
告
が
あ
り
、

共
通
の
課
題
を
持
つ
仲
間
と

し
て
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
も
申
し
添
え
て
お

き
た
い
。

 

中
根
広
秋

〈
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
、
教
育
同
盟
教
育

研
究
委
員
会
全
国
委
員
〉

巻
栄
光
教
会
牧
師
・
東
北
ヘ

ル
プ
事
務
局
長
の
川
上
直
哉

先
生
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

③
聖
書
科
部
会
…
「
今
、
聖

書
の
授
業
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
基
督
教
独
立
学
園
高
等

学
校
の
後
藤
正
寛
先
生
に
よ

る
学
校
報
告
が
な
さ
れ
た
後

に
、
懇
談
の
時
が
持
た
れ
ま

し
た
。

④
教
育
問
題
検
討
部
会
…

「
就
学
支
援
金
」「
英
語
４

技
能
検
定
試
験
」「
学
校
の

危
機
管
理
」「
基
礎
学
力
到

達
度
テ
ス
ト
対
策
」
な
ど
、

学
校
間
の
情
報
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

【
２
日
目
】

①
学
校
礼
拝
…
尚
絅
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
の
礼
拝
に

参
加
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ペ
ル

ト
ー
ク
と
い
う
形
で
盛
岡
大

学
附
属
高
等
学
校
の
村
井
真

人
先
生
が
お
話
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

②
学
校
報
告
１
…
弘
前
学
院

聖
愛
中
学
校
・
高
等
学
校
の

石
垣
雅
子
先
生
が
、
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
の
実
践
報
告
を
、

宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学

校
の
杉
本
き
み
子
先
生
が
、

学
校
の
様
々
な
改
革
の
報
告

を
、
尚
絅
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
の
藤
倉
眞
一
先
生

が
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
全
体

の
実
践
報
告
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
…
前

日
に
講
演
を
な
さ
っ
た
川
上

直
哉
先
生
と
石
巻
栄
光
教
会

会
員
の
宮
本
約
氏
の
案
内

で
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
石
巻
市
の
大
川
小
学
校

跡
地
へ
向
か
い
、
語
り
部
の

佐
藤
敏
郎
先
生
に
よ
る
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

④
教
育
研
究
委
員
会
…
次
年

度
の
中
高
部
会
の
計
画
案
の

検
討
、
全
国
委
員
会
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
懇
親
会
…
各
学
校
の
近
況

報
告
等
、
和
や
か
な
交
流
の

時
を
持
ち
ま
し
た
。

【
３
日
目
】

①
朝
の
礼
拝
…
聖
光
学
院
高

等
学
校
の
佐
々
木
栄
悦
先
生

に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

②
学
校
報
告
２
…
東
北
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
の
柴
田

隆
一
先
生
が
、
学
校
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
報
告
を
、
会
津

北
嶺
高
等
学
校
の
新
田
恭
平

先
生
が
学
校
の
キ
リ
ス
ト
教

活
動
の
報
告
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

③
閉
会
…
全
体
会
議
の
後

に
、
山
形
学
院
高
等
学
校
の

佐
々
木
謙
一
先
生
に
よ
る
礼

拝
、
地
区
代
表
理
事
で
あ
る

東
北
学
院
の
松
本
宣
郎
先
生

の
ご
挨
拶
を
も
っ
て
会
が
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
特
に
参
加
者
の
反
響
が

大
き
か
っ
た
も
の
は
、
川
上

直
哉
先
生
の
ご
講
演
、
大
川

小
学
校
で
の
佐
藤
先
生
の
お

話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
出

会
う
人
々
の
中
に
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
こ
と
を
実
践
し
て

い
る
方
の
言
葉
に
突
き
動
か

さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

�

齊
藤
直
美

〈
尚
絅
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
宗
教
部
）

　

全
国
広
報
委
員
会
は
、
年

に
一
度
、
担
当
理
事
と
各
地

区
の
全
国
委
員
、
実
務
委
員

が
集
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
の
広
報
活
動
の

効
果
的
な
展
開
を
討
議
す
る

た
め
に
開
か
れ
て
い
る
。
今

年
は
、
新
校
舎
竣
工
に
引
き

続
き
築
90
年
近
い
本
校
舎
の

耐
震
改
築
工
事
が
完
成
し
た

ば
か
り
の
横
浜
共
立
学
園
を

お
訪
ね
し
て
、
10
月
22
日

（
火
・
休
日
）
に
行
わ
れ

た
。
出
席
者
は
広
報
担
当
理

事
、
地
区
委
員
７
名
、
実
務

委
員
３
名
、
事
務
局
２
名
の

計
13
名
で
あ
っ
た
。

　

開
会
礼
拝
で
は
落
合
建
仁

　

11
月
９
日
（
土
）
に
清
教

学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）
を

会
場
と
し
て
、
第
５
回
関
西

地
区
災
害
支
援
連
絡
会
議
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

10
校
11
名
で
し
た
。
６
月
の

第
４
回
会
議
以
来
５
ヶ
月
ぶ

り
２
回
目
の
年
度
内
の
会
議

と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
清
家
弘
久
氏

委
員
（
金
城
学
院
）
に
よ

り
、
握
り
し
め
て
い
た
も
の

を
手
放
し
て
神
へ
の
信
頼
に

歩
む
こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら

れ
、
そ
の
後
横
浜
共
立
学
園

の
坂
田
雅
雄
理
事
長
よ
り
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

チ
ャ
ペ
ル
よ
り
移
動
し
、

湯
口
隆
司
理
事
、
田
村
浩
一

委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
各
地

区
の
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教

育
」
紙
に
対
す
る
評
価
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

「
本
紙
が
配
ら
れ
る
こ
と
で

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
る
こ

と
の
使
命
を
確
認
し
て
い

る
」「
10
月
号
１
面
の
理
事

長
・
常
任
理
事
会
の
巻
頭
言

（
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
を

め
ざ
し
て
）
は
時
宜
に
適
い

良
か
っ
た
」「
キ
リ
ス
ト
教

教
育
者
物
語
や
公
募
欄
が
よ

く
読
ま
れ
て
い
る
」「
働
き

方
改
革
の
記
事
は
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
っ
た
が
大
学
教
員
は

裁
量
労
働
制
な
の
で
反
応
は

薄
か
っ
た
」「
も
っ
と
ノ
ン

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
若
い
人
に

と
っ
て
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

が
あ
る
と
良
い
」「
各
学
校

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
で
紹
介
し

動
画
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
」
等
の
意
見
が
出
た
。

　

多
く
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
が

あ
る
中
で
、
紙
媒
体
は
一
覧

性
・
保
管
性
な
ど
「
消
さ
れ

な
い
」
事
で
必
要
が
あ
る
。

様
々
な
学
校
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
、
紙
面
を

通
し
て
お
互
い
を
啓
発
し
励

ま
す
よ
う
な
紙
面
作
り
の
必

要
を
感
じ
た
。

　

次
に
、
本
紙
の
特
色
で
あ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
座
談
会
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
話
し
合
っ

た
。
９
月
号
の
事
務
職
員
夏

期
学
校
の
記
事
で
は
、
若
い

職
員
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
へ

の
思
い
が
共
有
さ
れ
た
喜
び

が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
事

か
ら
、
就
職
・
転
職
５
年
前

後
の
教
職
員
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
詳
細
は
広
報
実
務

委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
。

　

今
後
１
年
間
の
「
キ
リ
ス

ト
教
学
校
教
育
」
紙
の
編
集

方
針
に
つ
い
て
は
、
特
に
第

１
面
の
作
り
に
つ
い
て
の
工

夫
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
改
訂

に
つ
い
て
、
ス
マ
ホ
対
応
、

ア
ー
カ
イ
ブ
の
検
索
機
能
、

パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
閲
覧
限

定
ア
ク
セ
ス
機
能
な
ど
新
し

い
機
能
を
備
え
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
事
も
報
告
さ

れ
た
。

　

最
後
に
横
浜
共
立
学
園
の

校
舎
を
小
澤
伸
男
校
長
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
歴
史
と

伝
統
を
現
代
に
活
か
し
た
校

舎
に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の

可
能
性
を
確
信
し
つ
つ
会
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

�

木
戸
真
千
子

〈
捜
真
小
学
校
教
諭
、
教
育

同
盟
広
報
実
務
委
員
〉

（Hunger Zero 

日
本
国
際

飢
餓
対
策
機
構
理
事
長
）
と

北
川
欽
一
（
よ
し
か
ず
）
氏

（
兵
庫
県
立
松
陽
高
校
教

諭
）
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
災
害
備
蓄
品
の
一
つ
し

て
の
「
救
缶
鳥
」
の
シ
ス
テ

ム
や
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
団

体
のHunger Zero

と
の
連

携
に
お
け
る
実
践
の
報
告
を

中
心
と
し
た
実
践
報
告
を
お

聴
き
し
ま
し
た
。

　

「
救
缶
鳥
」
と
は
、
株
式

会
社
パ
ン
・
ア
キ
モ
ト
が
開

発
し
た
保
存
性
が
高
い
パ
ン

の
缶
詰
「
救
缶
鳥
」（
賞
味

期
限
３
年
）
を
個
人
・
学
校

な
ど
が
防
災
備
蓄
食
と
し
て

購
入
し
、
賞
味
期
限
が
残
り

１
年
に
な
る
と
備
蓄
し
て
あ

っ
た
救
缶
鳥
を
回
収
、
回
収

し
た
も
の
をHunger Zero

（
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機

構
）
等
と
連
携
し
て
食
料
難

の
地
域
や
国
へ
無
償
提
供
す

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
全
体
を

指
す
も
の
で
す
。

　

清
家
氏
に
は
、Hunger 

Zero

に
よ
る
「
救
缶
鳥
」
を

利
用
し
た
支
援
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
全
国
か
ら
回
収
し

た
「
救
缶
鳥
」
を
一
旦
ア
キ

モ
ト
が
大
阪
で
備
蓄
し
、
月

ご
と
に
国
内
外
（
飢
餓
地

域
、
災
害
被
災
地
域
）
の
送

り
先
に
つ
い
てHunger　

Zero

が
計
画
を
立
て
、
そ
れ

を
必
要
と
さ
れ
る
現
場
に
届

け
る
ま
で
の
流
れ
や
、
現
地

で
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
様
子
な
ど
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
川
欽
一
氏
か
ら

は
、
勤
務
校
の
学
科
間
・
産

学
・
高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
の
災
害
食
開
発
の

過
程
で
、
パ
ン
・
ア
キ
モ
ト

の
「
救
缶
鳥
」
の
製
造
協
力

を
い
た
だ
き
「
は
り
ま
パ

ン
」
を
自
校
生
徒
が
開
発
し

た
こ
と
、SDGs

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
国
内
で
提
供
先

を
探
し
て
い
る
現
状
、
福
祉

施
設
、
子
供
食
堂
、
生
活
困

窮
者
に
無
償
で
提
供
す
る
計

画
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
の

報
告
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

「
災
害
支
援
」
の
み
な
ら

ず
、「
災
害
保
存
食
」・「
食

品
ロ
ス
削
減
」・「
災
害
支
援

へ
の
生
徒
の
関
わ
り
」
こ
の

よ
う
な
領
域
に
も
思
考
が
広

が
る
有
意
義
な
学
び
の
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

�

浜
野　

淳

〈
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学

校
司
書
教
諭
、
関
西
地
区
災

害
支
援
連
絡
会
議
委
員
長
〉

パ
ン
の
缶
詰　

第
61
回
中
高
研
究
集
会

︱
多
様
性
の
尊
重
と
共
生
を
め
ざ
し
て
︱

主
　
題

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

つ
な
が
る
喜
び
　

キリスト教教育の本質と課題

広報活動の
　　効果的展開を

教育研究集会中高部会

全国広報委員会
　横浜共立学園で開催

東北・北海道地区

災
害
保
存
食

「
救
缶
鳥
」
に
つ
い
て

第
５
回
災
害
支
援
連
絡
会
議

関
西
地
区
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第
61
回
学
校
代
表
者
協
議
会

課 
題 

報 

告

中小規模学校法人の

連携協力検討

プロジェクト

学内教職員研修会

講師派遣制度の

展開

キリスト教教育と

新学習指導要領
高等学校新学習指導要領における
道徳教育及び新設科目「公共」を中心に

災害支援連絡会議の

今後の展開

2020年8月
「教員リフレッシュ合宿」
（仮称）を開催
教育者支援ネットワーク推進委員会

　

今
年
度
承
認
さ
れ
た
「
中

小
規
模
学
校
法
人
の
連
携
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
少
子

高
齢
化
が
加
速
す
る
中
で
、

加
盟
し
て
い
る
中
小
規
模
学

校
法
人
の
連
携
と
協
力
の
可

能
性
を
探
る
も
の
で
す
。
私

学
事
業
団
の
調
査
で
は
小
規

模
大
学
ほ
ど
定
員
確
保
が
難

し
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
は
生
徒
・
学
生
数
が
２
千

５
百
人
以
下
を
中
小
規
模
校

と
し
て
、
先
ず
は
財
務
実
態

を
探
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

高
等
教
育
部
門
設
置
の
67
法

人
の
う
ち
数
年
間
の
財
務
情

報
を
公
開
し
て
い
る
32
法
人

が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
財
務
状
況
で

は
「
定
量
的
な
経
営
判
断
指

標
に
基
づ
く
経
営
状
態
区

分
」
の
出
発
点
で
あ
る
過
去

3
年
間
の
「
教
育
活
動
資
金

収
支
差
額
」（
活
動
区
分
資

金
収
支
計
算
書
の
項
目
）
と

貸
借
対
照
表
を
公
開
し
て
い

る
の
は
19
法
人
に
と
ど
ま

り
、
同
盟
の
中
小
規
模
学
校

法
人
の
財
務
把
握
は
不
十
分

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
特
記
す
べ
き
こ
と

は
外
部
負
債
が
運
用
資
産
を

超
え
て
い
る
複
数
の
学
校
法

　

①
聖
坂
養
護
学
校
は
横
浜

・
港
の
見
え
る
丘
公
園
近
く

に
あ
り
、
知
的
に
障
が
い
の

あ
る
児
童
・
生
徒
１
０
０
人

ほ
ど
を
対
象
に
教
育
を
行
っ

て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
養
護

学
校
で
あ
る
。
講
師
の
水
口

洋
先
生
は
、
夢
を
持
て
ず
自

尊
感
情
の
持
て
な
い
子
ど
も

　

改
正
教
育
基
本
法
の
〈
全

面
適
用
〉
と
い
わ
れ
る
新
学

習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、

本
格
的
に
実
施
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
指
導
要

領
で
は
、「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」
や
「
確
か
な

学
力
」
と
と
も
に
「
道
徳
教

育
の
充
実
」
な
ど
が
基
本
方

針
と
し
て
明
記
さ
れ
、
高
等

学
校
で
は
道
徳
教
育
推
進
教

師
を
「
新
た
に
位
置
づ
け
」、

公
民
科
に
「
公
共
」
と
い
う

科
目
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
公
共
」
は
「
現
代
社
会
」

に
代
わ
る
必
履
修
科
目
（
２

単
位
）
で
す
が
、〈
主
権
者

教
育
的
な
性
格
〉
と
と
も
に

〈
道
徳
教
育
的
な
性
格
〉
を

併
せ
持
ち
、
指
導
要
領
で

は
、「
倫
理
」
や
特
別
活
動

　

全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

は
東
北
・
北
海
道
地
区
＝
嶋

田
順
好
（
宮
城
学
院
学
院

長
）、
関
東
地
区
＝
吉
田
太

郎
（
立
教
女
学
院
小
学
校
教

頭
）、
関
西
地
区
＝
浜
野
淳

（
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学

校
司
書
教
諭
）、
西
南
地
区

＝
林
田
博
文
（
九
州
ル
ー
テ

ル
学
院
参
与
）
各
先
生
、
お

よ
び
孫
永
律
教
育
同
盟
事
務

局
長
、
そ
し
て
私
で
全
国
委

員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
顔
の
見
え
る
関

係
作
り
を
主
眼
に
置
い
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
高

知
の
会
議
で
の
指
摘
も
あ
り

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
行

動
、
つ
ま
り
助
け
合
い
の
仕

　

去
る
７
月
31
日
（
水
）
教

育
同
盟
事
務
局
に
て
、
教
育

者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
懸

案
で
あ
っ
た
、「
新
し
い
チ

ラ
シ
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は

作
成
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

結
局
取
り
や
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
理
由
は
次
の
通

り
で
す
。

　

新
し
い
チ
ラ
シ
に
は
、
チ

ラ
シ
に
相
談
者
の
名
前
、
連

絡
先
を
あ
ら
か
じ
め
載
せ
て

お
き
、
チ
ラ
シ
を
見
た
方
が

そ
れ
を
見
て
、
チ
ラ
シ
に
載

人
は
２
０
１
８
年
度
「
教
育

活
動
資
金
収
支
差
額
」
を
プ

ラ
ス
と
し
大
変
な
改
善
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
、
逆
に
運

用
資
産
は
外
部
負
債
を
上
回

っ
て
も
「
教
育
活
動
資
金
収

支
差
額
」
の
マ
イ
ナ
ス
が
続

き
、
資
産
が
目
減
り
し
て
い

る
法
人
も
散
見
し
迅
速
な
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
開
催
し
た
臨
時
小

委
員
会
で
は
、
今
後
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
と
内
容

を
議
論
し
「
多
様
性
の
尊
重

と
共
生
」
の
テ
ー
マ
と
合
致

し
経
営
面
で
も
貢
献
で
き
る

活
動
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
理
事
不
足
と

ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
理
事
を

含
む
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
支

え
る
理
事
研
修
を
基
軸
に
す

る
案
で
す
。

○
理
事
研
修
会　

理
事
会
メ

ン
バ
ー
を
対
象
と
し
、
経

営
、
財
務
、
寄
付
、
教
務
な

ど
キ
リ
ス
ト
教
と
学
校
教
育

等
の
関
係
理
解
を
深
め
る
。

○
経
営
懇
話
会　

キ
リ
ス
ト

教
学
校
の
中
小
規
模
校
の
実

情
に
詳
し
い
学
校
経
営
経
験

者
を
含
め
た
議
論
と
意
見
交

換
の
場
の
提
供
。

○
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
理
事
（
理

事
長
、
院
長
、
校
長
、
学

長
、
理
事
）
や
監
事
の
人
材

不
足
に
対
応
し
た
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
人
材
デ
ー
タ
収
集
、
候

補
者
紹
介
の
機
能
を
持
つ
組

織
形
成
に
つ
い
て
。

�

湯
口
隆
司

〈
活
水
学
院
院
長
・
活
水
女
子

大
学
学
長
、
教
育
同
盟
中
小

規
模
学
校
法
人
の
連
携
協
力

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長
〉

が
増
え
て
い
る
教
育
の
現
状

に
対
し
て
、
他
者
と
の
比
較

で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の

そ
の
子
と
向
き
合
う
こ
と

と
、
親
に
寄
り
添
い
支
え
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ

れ
た
。
ま
た
、
一
人
の
教
師

と
し
て
立
ち
止
ま
っ
て
振
り

返
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘

さ
れ
た
。

　

②
平
和
学
園
は
神
奈
川
県

茅
ケ
崎
市
の
住
宅
地
に
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
を
擁
す
る
学
園
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
が
存
在

と
し
て
神
と
人
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
、

他
者
の
痛
み
を
知
り
他
者
と

共
に
生
き
る
喜
び
を
知
る
子

ど
も
へ
の
成
長
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
と
キ
リ
ス
ト
教
理
解
者

と
の
協
働
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
学
び
合
っ
た
。

　

③
聖
学
院
小
学
校
は
東
京

の
駒
込
駅
近
く
に
位
置
し
て

い
る
。
講
師
の
磯
貝
暁
成
先

生
は
、
社
会
・
保
護
者
の
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
キ
リ
ス

ト
教
学
校
は
ど
う
応
え
る
の

か
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
を

自
身
の
生
き
方
と
し
て
生
き

生
き
と
示
せ
て
い
る
か
な
ど

の
点
に
つ
い
て
本
音
で
話
さ

れ
た
。
感
想
を
一
部
紹
介
す

る
。「
忙
し
さ
の
中
で
恒
常

的
に
立
ち
止
ま
る
こ
と
は
、

人
間
と
向
き
合
う
こ
の
仕
事

に
何
よ
り
大
切
な
時
間
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。」「
勤
め
て
一
七

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

が
、
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い

た
め
教
育
同
盟
の
研
修
会
に

は
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
は
学
校
に
講
師

の
先
生
に
い
ら
し
て
い
た
だ

き
研
修
が
で
き
た
の
で
、
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。」「
キ

リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
、
あ
り

え
な
い
と
思
っ
た
こ
と
を
話

し
合
う
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。」

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い

若
い
教
職
員
が
増
え
る
中

で
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
が
何

を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
と

い
う
各
学
校
の
模
索
に
応
え

る
こ
と
、
外
部
講
師
の
話
に

よ
っ
て
確
認
や
確
信
が
持
て

る
こ
と
、
子
育
て
や
学
校
の

仕
事
の
た
め
に
同
盟
の
研
修

会
に
参
加
で
き
な
い
人
に
講

師
が
出
か
け
て
い
っ
て
互
い

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
本
制
度
の
利
点
で
あ
る
。

改
善
し
つ
つ
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

�

小
暮
修
也

〈
明
治
学
院
学
院
長
、
教
育

同
盟
学
内
教
職
員
講
師
派
遣

委
員
会
委
員
長
〉

と
併
せ
て
、「
人
間
と
し
て

の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る

教
育
を
通
し
て
行
う
高
等
学

校
の
道
徳
教
育
の
中
核
的
な

指
導
の
場
面
と
し
て
関
連
付

け
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
伝
統
と
文
化
を
尊
重

し
、
そ
れ
ら
を
育
ん
で
き
た

我
が
国
と
郷
土
を
愛
し
、
個

性
豊
か
な
文
化
の
創
造
を
図

る
と
と
も
に
、
平
和
で
民
主

的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成

者
と
し
て
、
公
共
の
精
神
を

尊
び
、
社
会
及
び
国
家
の
発

展
に
努
め
、
他
国
を
尊
重

し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発

展
や
環
境
の
保
全
に
貢
献
し

未
来
を
拓
く
主
体
性
の
あ
る

日
本
人
の
育
成
に
資
す
る
」

―
こ
れ
は
「
総
則
」
に
記
さ

れ
た
道
徳
教
育
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
の
留
意
点
（
小
中

高
共
通
）
で
す
が
、「
公

共
」
等
を
通
し
て
目
指
す
道

徳
教
育
の
方
向
性
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

論
」
の
観
点
か
ら
学
習
指
導

要
領
を
読
み
込
ん
だ
あ
る
研

究
者
は
「
公
共
」
の
性
格
に

つ
い
て
、「
徹
頭
徹
尾
、
多

様
性
や
異
質
性
に
開
か
れ
る

の
で
は
な
く
、
共
同
体
に
は

共
通
価
値
が
存
在
す
る
と
い

う
前
提
に
立
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。」（
児
美
川
孝
一
郎
、

「
ニ
ュ
ー
サ
ポ
ー
ト
高
校
社

会
」vol.32

、
２
０
１
９

年
）
と
記
し
て
い
ま
す
。
示

唆
に
富
む
指
摘
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

「
公
共
」
の
教
科
書
検
定

は
来
年
で
あ
り
、
授
業
に
お

け
る
取
り
組
み
も
含
め
、
そ

の
全
貌
は
ま
だ
明
ら
か
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
て
も

国
が
指
導
要
領
を
通
し
て
意

図
す
る
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り

と
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教

学
校
と
し
て
の
課
題
も
明
ら

か
で
す
。
国
が
求
め
る
規
範

教
育
に
ど
う
対
峙
す
る
か
、

混
迷
す
る
時
代
状
況
の
中

で
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
し

て
ど
の
よ
う
な
人
を
育
て
よ

う
と
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
社
会
（
共
同
体
）
を
目
指

す
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

「
公
民
科
」
の
領
域
に
及

ん
だ
高
等
学
校
に
お
け
る
道

徳
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

も
、
同
盟
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

�

中
根
広
秋

〈
西
南
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
、
教
育
同
盟
教
育

研
究
委
員
会
全
国
委
員
〉

組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
昨
年
の
横
須
賀
、
今

年
の
高
知
で
も
報
告
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
対
口

（
た
い
こ
う
）
支
援
と
い
う

形
を
具
体
的
な
形
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
中
国
・
四
川

の
大
地
震
で
生
ま
れ
た
発
想

と
き
い
て
い
ま
す
が
、
東
日

本
大
震
災
の
よ
う
に
地
区
が

壊
滅
的
な
被
害
に
あ
っ
た
場

合
に
助
け
る
仕
組
み
を
作

る
。
例
え
ば
あ
く
ま
で
も
例

で
す
が
、
東
北
地
区
の
○
○

学
院
と
関
西
地
区
の
○
○
学

院
が
支
援
連
携
の
枠
組
み
を

策
定
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と

を
教
育
同
盟
加
盟
校
同
士
で

構
築
す
る
、
１
０
２
校
一
斉

に
作
る
の
は
難
し
い
と
は
思

い
ま
す
。
最
初
は
小
さ
な
連

携
か
ら
始
め
ざ
る
を
得
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
拡

が
り
始
め
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
加
盟
校
の
理

事
長
・
学
院
長
・
学
長
・
校

長
の
方
々
が
率
先
し
て
連
携

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く

思
い
ま
す
。

　

ま
た
全
国
災
害
支
援
連
絡

会
議
と
同
じ
く
地
区
別
会
議

を
充
実
す
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
日
関
西

地
区
で
は
、
大
阪
・
清
教
学

園
で
第
５
回
目
の
地
区
会
議

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
東

地
区
で
は
夏
に
第
１
回
の
地

区
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
・
北
海
道
、
西
南
の
各

地
区
会
議
は
こ
れ
か
ら
と
思

い
ま
す
が
、
工
夫
を
し
て
恒

常
的
に
実
施
し
て
い
け
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
た
ち
が
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
、
キ
リ
ス
ト

教
を
土
台
に
据
え
た
教
育
方

針
に
基
づ
き
学
校
運
営
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

常
に
そ
の
意
識
を
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
災
害
支
援
＝

人
を
助
け
る
、
こ
れ
は
キ
リ

ス
ト
教
の
根
本
に
か
か
わ
る

こ
と
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
こ
の
取
組
を
継
続
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２

０
２
０
年
の
第
５
回
全
国
災

害
支
援
連
絡
会
議
は
、
８
月

18
日
（
火
）
～
19
日
（
水
）

に
仙
台
、
石
巻
・
大
川
小
学

校
、
南
三
陸
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
12
月
に
全
国
委
員
会

を
行
い
正
式
に
決
定
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

�

田
中
栄
司

〈
桃
山
学
院
中
学
校
高
等
学

校
教
諭
、
教
育
同
盟
全
国
災

害
支
援
連
絡
会
議
委
員
長
〉

っ
て
い
る
相
談
者
に
自
由
に

相
談
出
来
る
よ
う
に
す
る
つ

も
り
で
し
た
。
し
か
し
、
依

頼
す
る
相
談
者
に
目
的
、
方

法
等
を
説
明
し
、
依
頼
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
か
な
り

難
し
い
状
況
で
し
た
。

　

２
０
１
６
年
11
月
に
開
設

し
た
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

は
、
最
近
に
な
っ
て
、
こ
れ

を
利
用
し
、
相
談
す
る
ケ
ー

ス
が
出
て
来
て
い
ま
す
。

（
相
談
窓
口
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
：kyouikushashien

@gmail.com

）

　

ま
た
、
研
修
な
ど
で
も
学

校
現
場
の
教
員
の
方
々
が
悩

ん
で
し
ま
い
、
出
口
を
見
い

だ
す
こ
と
が
難
し
く
、
悩
み

が
更
に
悩
み
を
生
み
出
し

て
、
傷
つ
き
、
心
だ
け
で
な

く
、
体
ま
で
病
ん
で
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま

え
つ
つ
、
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
と
し

て
２
０
２
０
年
８
月
に
「
教

員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
（
仮

称
）」
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
が
、
自
然
豊
か
な

場
所
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し

な
が
ら
、
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
委
員
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
方
々
と
共
に
、
あ

る
い
は
参
加
者
同
士
で
語
り

合
い
、
寝
食
を
共
に
す
る
中

で
、
参
加
者
が
自
分
自
身
を

見
直
し
つ
つ
、
回
復
と
改
善

の
糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し

て
、
学
校
の
教
員
と
し
て
、

教
育
の
業
に
活
き
活
き
と
自

信
を
も
っ
て
励
ん
で
い
け
る

よ
う
に
し
て
い
く
。
こ
れ
を

「
教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合

宿
」
の
目
的
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

下
記
の
要
領
で
行
う
予
定

で
す
。
２
０
２
０
年
４
月
頃

に
は
要
項
・
申
込
書
を
配
布

す
る
予
定
で
す
。
是
非
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
日
時
＝
２
０
２
０
年
８
月

15
日
（
土
）
午
後
～
17
日

（
月
）
午
前

◎
場
所
＝
奈
良
県
吉
野
郡
天

川
村
洞
川
２
１
５��

あ
た
ら

し
や
旅
館

（
引
き
続
き
８
月
17
日
（
月
）

～
19
日
（
水
）
同
場
所
に
て

「
教
育
同
盟
関
西
地
区
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
夏
期
合

宿
」
が
開
催
予
定
（
地
区
以

外
の
方
も
参
加
可
能
））

◎
参
加
人
数
＝
10
名
以
内　

�

長
谷
川
洋
一

〈
大
阪
女
学
院
副
理
事
長
、

教
育
同
盟
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
委
員

長
〉
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横
浜
英
和
学
院
に
は
、
横

浜
で
最
古
の
も
の
で
あ
り
、

日
本
で
も
最
古
の
も
の
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
礼

拝
堂
に
８
枚
、
本
館
会
議
室

に
大
型
の
２
枚
、
計
10
枚
が

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
０

８
年
に
木
内
真
太
郎
と
い
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
に
よ

っ
て
、
日
本
で
最
初
に
つ
く

ら
れ
た
宇
野
澤
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
工
房
で
製
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

本
校
は
１
８
８
０
（
明
治

13
）
年
、
横
浜
山
手
48
番
の

外
国
人
居
留
地
に
、
ア
メ
リ

カ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
・
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
教
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
宣
教
師
ハ
リ
エ
ッ
ト
・

Ｇ
・
ブ
リ
テ
ン
に
よ
っ
て
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
１

９
０
８
年
山
手
２
４
４
番
に

マ
カ
ス
リ
ン
礼
拝
堂
が
建
て

ら
れ
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ
た

の
が
10
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
で
す
。

　

１
９
１
６
年
に
本
校
は
山

手
か
ら
現
在
の
蒔
田
の
丘
に

移
転
し
ま
す
が
、
礼
拝
堂
も

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
共
に
そ

の
ま
ま
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
わ
ず
か
７
年
後
の

１
９
２
３
年
に
関
東
大
震
災

が
起
こ
り
、
山
手
は
壊
滅
的

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、

本
校
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な

く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
無
事

で
し
た
。
ま
た
１
９
４
５
年

５
月
の
横
浜
大
空
襲
で
も
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
無
傷
で

残
っ
た
の
で
す
。

　

１
９
５
８
年
、
現
在
の
礼

拝
堂
に
建
替
え
ら
れ
た
時

に
、
構
造
上
の
都
合
で
８
枚

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
だ
け
が

礼
拝
堂
に
飾
ら
れ
、
大
型
の

２
枚
は
倉
庫
に
し
ま
わ
れ
そ

の
後
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

約
50
年
の
時
を
経
て
、
２
枚

の
大
型
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は

バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
発
見
さ

れ
、
２
年
の
時
を
か
け
て
修

復
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に
本

館
会
議
室
に
設
置
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
の
会
議
室
は
、
山

手
に
あ
っ
た
礼
拝
堂
の
名
前

を
と
っ
て
「
マ
カ
ス
リ
ン
会

議
室
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
製
作

者
と
製
作
場
所
は
長
い
間
不

明
で
し
た
。
高
い
デ
ザ
イ
ン

性
か
ら
当
時
の
日
本
に
こ
れ

だ
け
の
技
術
が
あ
っ
た
の
か

謎
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し

２
０
１
５
年
に
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
研
究
者
の
金
田
美
世
氏

に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
、
日
本

で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
判
明

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
同

年
「
横
浜
英
和
学
院
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス　

作
者
判
明
」
と

い
う
記
事
で
、
朝
日
、
神
奈

川
、
東
京
、
産
経
の
４
紙
に

も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
枚
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
、
関
東
大
震
災
や
戦
争
の

時
代
を
経
て
学
院
に
現
存
す

る
こ
と
は
奇
跡
の
よ
う
な
こ

と
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

偶
然
で
は
な
く
、
守
ら
れ
て

今
も
あ
る
の
で
す
。
神
の
愛

は
目
に
見
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
時
に
見
え
る

よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る

礼拝堂
バラ

甦った大型ステンドグラス
壺と赤い花

（高さ２.７ｍ幅１.５ｍ）

礼拝堂
バラのつぼみ

横
浜
英
和
学
院
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
も
礼

拝
に
集
う
生
徒
た
ち
を
見
守

り
、
会
議
室
で
教
職
員
や
来

客
を
迎
え
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
は
、
神
の
深
い
ご
計
画
と

愛
を
示
し
て
く
れ
る
の
で

す
。

�

鬼
形
惠
子

〈
横
浜
英
和
学
院
宗
教
主

任
〉

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
19
年
度
申
込
受
付
＝
４
月
16
日
〜
20
年
１
月
31
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お

知
ら
せ
」）
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

＜行事予定＞ 
１２／２６　教育研究委員会全国会議
 （教育同盟事務局）
２０２０年
１／１７～１８　第６２回小学校代表者研修会
 （北陸学院小学校）
６／５～６　第１０８回定時総会
 （桜美林大学新宿キャンパス）

公
　
募

※
採
用
予
定
日
は
特
記
以
外

20
年
４
月
１
日
で
す
。

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
人
間
生
活
学
部
生
活
デ
ザ

イ
ン
学
科

職�

種
＝
地
域
研
究　

専
任
講

師
１
名

応
募
締
切
＝
20
年
１
月
10
日

問
合
せ
＝
☎082-228-0386

▽
四
国
学
院
大
学

▼
社
会
福
祉
学
部

職�

種
＝
高
齢
者
福
祉
他　

教

授
、
准
教
授
又
は
助
教
１

名
応
募
締
切
＝
12
月
23
日

問
合
せ
＝
☎0877-62-3969

▽
長
崎
外
国
語
大
学

▼
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科

職�

種
＝
韓
国
語
科
目　

特
別

任
用
外
国
人
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
20
日

問
合
せ
＝
☎095-840-2000

▽
青
山
学
院
大
学
系
属
浦
和

ル
ー
テ
ル
中
学
校
・
高
等
学

校職�

種
＝
常
勤
講
師
又
は
非
常

勤
講
師　

国
語
科
、
社
会

科
、
理
科
各
２
名
、
数
学

科
、
音
楽
科
各
１
名
、
英

語
科
常
勤
講
師
２
名
、
非

常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
20
日

問
合
せ
＝
☎048-711-8221

▽
明
治
学
院
高
等
学
校

職�

種
＝
聖
書
科
専
任
教
諭
１

名

応
募
締
切
＝
20
年
１
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-5421-5011

▽
明
治
学
院
中
学
校
・
東
村

山
高
等
学
校

職�

種
＝
国
語
科
常
勤
講
師
、

非
常
勤
講
師
各
１
名

応
募
締
切
＝
20
年
１
月
16
日

問
合
せ
＝
☎042-391-2142

▽
関
東
学
院
六
浦
中
学
校
・

高
等
学
校

職�

種
＝
英
語
科
専
任
教
諭
又

は
契
約
教
諭
若
干
名

応
募
締
切
＝
12
月
13
日

問
合
せ
＝
☎045-781-2525

▽
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
数
学
科
非
常
勤
嘱
託

講
師
若
干
名

応
募
締
切
＝
12
月
11
日

問
合
せ
＝
☎075-251-4305

▽
大
阪
女
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

職�

種
＝
理
科
、
国
語
科
専
任

教
員
各
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
19
日

問
合
せ
＝
☎06-6761-4013

▽
九
州
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
音
楽
科
常
勤
講
師
又

は
非
常
勤
講
師
１
名

応
募
締
切
＝
随
時

問
合
せ
＝
☎096-364-6134

▽
青
山
学
院
大
学
系
属
浦
和

ル
ー
テ
ル
中
学
校
・
高
等
学

校職�
種
＝
事
務
職
員
１
名

応
募
締
切
＝
12
月
20
日

問
合
せ
＝
☎048-711-8221

▽
東
洋
英
和
女
学
院

職�

種
＝
専
任
事
務
職
員
若
干

名
応
募
締
切
＝
12
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-3364

▽
北
陸
学
院

職�

種
＝
学
校
事
務
職
員
若
干

名
採�

用
予
定
日
＝
20
年
１
月
１

日
又
は
４
月
１
日

応
募
締
切
＝
20
年
１
月
６
日

問
合
せ
＝
☎076-280-3858

　

３
年
半
に
わ
た
る
熊
本
地

震
救
援
募
金
の
ご
協
力
に
感

謝
。
い
つ
も
心
の
こ
も
っ
た

御
礼
状
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
個
別
に

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
学
道
徳
教
科
化
開
始
の

初
年
度
で
す
。
中
高
研
究
集

会
で
は
宗
教
で
の「
代
替
」は

変
わ
ら
な
い
こ
と
、「
指
導
要

録
・
通
知
表
欄
の
表
記
・
数

値
評
価
共
に
従
来
通
り
で
よ

い
」
と
の
文
科
省
担
当
者
の

回
答
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
号
で
報
告
す
る
カ
ト
リ

ッ
ク
学
校
と
共
同
の
「
持
続

可
能
な
世
界
」
の
講
演
会
。

環
境
教
育
の
神
学
的
な
意
義

付
け
は
刺
激
的
で
し
た
。

「
神
様
が
与
え
て
下
さ
っ
た

こ
の
い
と
お
し
い
地
球
を
守

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
」

と
の
閉
会
の
祈
り
も
心
に
残

り
ま
す
。
来
日
し
た
ロ
ー
マ

教
皇
の
祈
り
「
す
べ
て
の
い

の
ち
を
守
る
た
め
」
と
共

に
。
２
０
２
０
年
の
教
育
の

希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
よ
う

に
。�

事
務
局
長

　キリスト教学校に奉職すると、礼拝や祈りに満
ちた生活を送ることになります。それは特に信仰
者にはとても幸せなことですが、一方で「学校の
礼拝だけで、もうおなか一杯」との声も。その意
味するところは、職場での礼拝やキリスト教活動
だけで十分だから、教会にわざわざ出かける意味
を見出せない、という本音です。確かに同じ神さ
まに向かっているなら、場所が教会でも学校でも
同じに思えます。まして貴重な日曜日を「犠牲に
して」教会に赴くのは、ハードワークな学校教職
員にとってはハードルの高いことです。
　しかし学校は教会の「代替」とはなりません。教
会こそキリスト教の「本場」であり、日曜日に教会
で礼拝を捧げることにこそ意味があります。では
そもそも教会とはいったい何ものなのでしょう。
　聖書で最初に「教会」の概念が登場するのは、
使徒言行録2章です。ただしそこに「教会」の文
字はなく、「信者たちは皆一つになって」（44節）
と記されます。教会とは元来、建物のことではな
く、信仰の共同体であり、キリストによって呼び
集められた群れです。その群れがイエス・キリス
トの復活された日曜日の朝、共に集い神に向き合
う。キリスト教はこれを2千年も続けてきまし
た。それは教会に忍耐力があったから…ではな
く、礼拝というわざが神から教会に託されたもの
だからです。学校の礼拝は教会の礼拝をまねた、
あるいは目指したものであって、教会の礼拝に替

わるものではありません。だから学校によっては
子どもたちに教会に行くことを奨励したり、教職
員に教会を体験するように促すのです。
　また学校にいると「こんなに多く礼拝して信じ
ているなら、洗礼なんて必要ない」と思いがちで
す。しかし洗礼〔バプテスマ〕は人間の罪がキリ
ストの死に併せて葬られ、キリストの復活ととも
に新しく生きるようになることの象徴であり、罪
の赦しと罪からのきよめのしるしであって、「キ
リストのからだ」（エフェソの信徒への手紙4
章）とも呼ばれる教会に結ばれることを意味しま
す。教会はキリストのからだであるゆえに時代と
空間を超えてひとつであるとも言えますから、洗
礼を受けてキリストのものとされることによっ
て、「公同（カトリック、普遍の意）の教会」に連
なることにもなります。この役割を学校は果たし
得ません。学校だけではやはり足りないのです。
　聖書の神はイエス・キリストを通して、あなた
の学校を用いてあなたに出会ってくださいまし
た。願わくば教会の礼拝を通して、キリストとと
もに生きる喜びを知り、洗礼の恵みに与ってくだ
さるように心から祈り、連載終了の感謝といたし
ます。
※今回で百武先生のご担当が終了します。１年間
ありがとうございました。2020年は大薮博康先生
（名古屋学院宗教部長）が担当されます。ご期待
ください。（編集部）

百 武 真 由 美
（聖学院中学校・高等学校
� チャプレン）

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａ

学校の礼拝だけでは十分じゃないって？


